
The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soclety 　of 　Volunt 二eer 　St 二udles 　ln 　Japan

【論文】

サ
ー ビス ・ ラ

ー
ニ ングにおけるチ

ー
ム ワ

ー
クが学生の 学習成果に及ぼす効果

木　村

河　井

充 （東京大学大学院）

亨 （立命館大学）

【要旨】

　本研究で は、サービ ス
・
ラ
ー

ニ ン グ に お ける チ ーム ワーク が学生 の 学習に 及 ぼす効果を明 らか に する こ とを

目的に、立命館大学が 開講するサ
ービ ス

・
ラ
ー

ニ ン グ科 目 「シ チズ ン シ ッ プ ・
ス タディ

ーズ 1／地域活性化ボ

ラ ン テ ィ ア 」 の 受 講生 45 名 を対象 に、質 問紙 調 査 を行 っ た 。 本研 究 の 主 な結果 は 、以 下 の 通 りで あ っ た
。

1）総 じて チ
ーム ワ

ー
クは、学生 の 活動 ・他者 か らの 支援 ・省察 ・学習成果に正 の 効果を示 した 。 2 ）チ

ーム

ワ
ー

ク に お い て 、特に 「チ
ー

ム の 職務志向性 」 が、学生 の 活動 ・他者か らの 支援 ・省察 ・学習成果に高い 正 の

効果 を示 した。 3 ）「業務遂行上 の 適切 な指 示 」 や 「業務改善の ため の フ ィ
ー

ドバ ッ ク」 は、
一

部の 学習成果

に負の効果を示 した 。 従 っ て 、サービ ス ・ラーニ ン グ に お い て、チーム ワーク は学生 の学習を支え る 基礎で あ り、

チ
ー

ム が適切 な機能を果た すこ と が、学生 の学習の促進 に と っ て重要 で あ る と考え られ る。

【キーワ ー ド】高等教育、学生の 学習、サービス ・ ラ
ー

ニ ン グ、チ
ーム ワ

ーク

1．は じめ に

1−1．高等教育におけるサ
ービス ・ラ

ー
ニ ング

　近 年 、 ボ ラ ン テ ィ ア活動に 内在す る学習性に 着

目 し、教育実践 と し て 再構成 され たサ
ービ ス ・ラ

ー

ニ ン グが高等教育に お い て 広 が りを見せ て い る （桜

井 ・津止 2009）。

　サービ ス ・ラ
ー

ニ ン グは 、地域 （コ ミ ュ ニ テ ィ ）

で の 問題 解決 活 動 を 通 じ て 地 域 へ の 貢献 を果た す

目的 と、構造的な経験の機会を通 じ て学生 の学習を

促進する 目的とを合わ せ もっ 、経験学習型の教育方

法 で あ る （木村 ・河井 2012a）。サー ビ ス ・ラ ー
ニ

ン グ は 、米国に お い て 誕 生 し、高い教育効果を持 っ

教育実践 と し て 高等教育に お い て 確 固 た る地位を

築 い て い る （Kuh　2008）。

　サ
ー

ビ ス ・ラー
ニ ン グ を は じ め とする経験学習型

の 教育実践に お い て は 、通常、数人 か ら数十人 単

位 の チ ーム を構成 し、プ ロ ジ ェ ク トの 目的 を達成

す る た め に 協働する。プ ロ ジ ェ ク トメ ンバ ー
の チ ー

ム ワ ーク は、パ フ ォ
ー

マ ン ス だけ で な く、個 々 の

メ ン バ
ー

で ある学生 の 学習に と っ て も重要 な要 因

で あ る とされ て い る （Van　Berkel＆ Dolmans　2006）。

学生 は 、チーム と し て 協働す る 中で 、メ ン バ ー と

意見 の 相違に つ い て 議 論 し、理解す る機 会 を得 る

（Visschers−Pleijers　et　al．　2005）。

一
方 で

、 チ
ー

ム ワ
ー

ク が適切に機能せ ず、社会的手抜き の 問題 （望月 ほ

か 2007）や、メ ン バ ー
と浅い 議論 しか で きな い と

い う問題 （De 　Grave　et　al．　2001）も報告 され て い る。

こ の よ うに 、サ
ー

ビ ス ・ラ
ー

ニ ン グ に お ける チーム

ワーク は、プ ロ ジ ェ ク トの 成果 と し て の 地域貢献に

影響を 及 ぼす だ け で な く、学生 の 学習 に も大 きな影

響を及 ぼす要因 で ある と考え られ る。
一

方で 、どの

よ うな チ ーム ワーク が 学生 の 学習 に 効 果 的で あ る

か に っ い て は、これまで十分な議論が なされ て い る

と は言えない 。サ
ービ ス ・

ラ
ー

ニ ン グにお けるチ
ー

ム ワ ーク が学生 の 学習に 及 ぼす効果に つ い て 明 ら

か にする こ とは、サ
ービス ・ラ

ー
ニ ン グの 実践 の 改

善に とっ て 重要 で ある と考え られ る。

　サ
ービ ス

・
ラ
ー

ニ ン グの 教育効果 につ い て は、近

年、社会科 学的な ア プ ロ
ーチ を用 い た 実証研究 が 盛

ん で あ り、研究知 見 が 蓄積 され て い る。サ
ービ ス ・

ラ
ー

ニ ン グ に お ける他者 との 関係性 に っ い て も 、 学

生 の 相互 作用 が 学生 の 学習 に効果 があ る こ とが 明

ら か に な っ て い る （Astin　et　aL　2000；Eyler＆ Giles

1999＞。我 が 国 にお い て も、サ
ー

ビ ス
・

ラ
ー

ニ ン グ

に関す る研 究は広が りを見せ て お り、定量デ
ー

タ に

基づ い た研 究 も徐 々 に見 られ る よ うに な っ て い る

（木村 ・河井 2012a ；河井 ・木村 2013）。他者 との 関

係性 に つ い て も、学生が相互 に作用 し合 う こ とが 学

聯 ↑・ア
“f． su2・ V・L15 ［巫
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生 の 学習 に効果 的で ある こ とが 明 らかに な っ て い

る （木村 ・河 井 2012a）。

　 しか し、こ れ らの 研 究 は 、学生 の 相互 作用 が学生

の 学習 に とっ て 重要 な要因で あ る こ とを指摘 し て

い る もの の 、チ
ー

ム ワ
ー

ク とい う観点 か ら分析 した

もの で は な く、チ
ー

ム の状態 と学生 の学習 との 関係

性 は 必 ず し も明 ら か で は な い 。サ ー ビ ス ・ラ ー
ニ

ン グがチ ーム で の 協働を前提 と し て い る以 上 、チ
ー

ム ワ
ーク の 観点 か ら、サ

ービ ス ・ラ
ー

ニ ン グ にお け

るチ
ーム ワ

ー
ク が 学生 の 学 習 に ど の よ うな効 果 を

及 ぼす の か 、検討す る こ とが求 め られ る。

1−2．チ
ー

ム ワ
ー

ク

チーム ワーク に つ い て は 、古 くか ら、社会心 理 学

や組織心 理学な どの 領域に お い て 研究が行われて

きた。チ
ーム ワ

ー
ク とは、チ

ーム 内で の 情報共有や

活 動 の 相互 調整 の た め に 行わ れ る対 人的行動 の 総

称 で ある （Dickinson＆ Mclntyre　1997）。

チ
ーム ワ

ーク の 構成要 素に つ い て 、Dickinson ＆

McIntyre （1997） は、各 要素 の 相互 関係 を図 1 の よ

うに整理 して い る 。
三 沢 ほ か （2009） は、こ の モ デ

ル に基 づ い て 質 問紙調 査 を行 い 、チ
ーム ワ

ー
ク の

構 成要素 に つ い て 、〈 チ
ー

ム の 志向性 〉 〈 チ
ーム ・

リ
ーダー

シ ッ プ 〉 〈 チ
ーム ・プ ロ セ ス 〉 とい う 3 っ

の カテ ゴ リ
ー

を見出 し、「職務志 向性 」 厂対人 志向性 」

「職 務遂行 上 の 指示 」 「対人 関係 上 の 配 慮」 「モ ニ タ

リン グと相互 作用 」 「職務の 分析 と明確化 」 「知識 と

情報 の 共有 」 「フ ィ
ー ドバ ッ ク 」 の 8 っ の 概念か ら

な るチ
ーム ワ

ー
ク測定尺度を作成 して い る。

　 〈 チ
ー

ム の 志向性 〉 とは 、 メ ン バ ーが 共 有す る心

理 的要素で あ り、目標 達成を 目指す価値観や態度を

表 す 「職務志 向性 」 と チ ーム 内の 対人関係 の 良好 さ

を表す 「対人志向性 」 に よ っ て構成 され る。＜ チ ー

ム ・リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ 〉 は、チ
ーム の 中で リ

ーダー
の

役割 を務め る 人が、チー ム で 活動する 過程 にお い

て 目標達成 を促 進す る よ うに働 きか け る影 響力 で

あ る 。 メ ン バ ーへ の 的確な指 示や指導に 関す る リ
ー

ダ
ー

行動 を表す 「職 務遂行 上 の 指示 」 と対人関係 の

維持 ・強化に 関する リーダ
ー

行動を表す 「対人関係

上 の 配慮」 に よ っ て 構成され る。〈 チ
ー

ム ・プ ロ セ

ス 〉 は、実際に チ
ーム で 課題遂行する過程で 、メ ン

バ ーが とる チ ーム ワ
ーク 行動 で ある。メ ン バ ーが 、

他 の メ ン バ ー
の 行 動や課題遂行 状況 を確認 し、必 要

に応 じて 行 われ る調整行動 を表す 「モ ニ タ リン グ と

相 互調 整」、職務 内容 をメ ン バ ー
間 の 合意に よ り明

確化する 行動 を表す 「職 務 の 分析 と明確化 」、知識

や情報 の 周知徹底 を図 る 行動 を表す 「知識 の 情報 と

共有」、メ ン バ ーの 問題 点 に関す る フ ィ
ー

ドバ ッ ク

を表す 「フ ィ
ー

ドバ ッ ク 」 に よ っ て構成 され る 。

1−3．本研究の 目的と分析枠組み

　 前述 の よ うに 、サービ ス
・ラ ー

ニ ン グ に お い て

チ
ーム ワーク は学生 の 学習 に と っ て 重要な要素で

ある と考え られ る。チーム ワーク が異なれ ば、チ ー

ム の パ フ ォ
ー

マ ン ス も異 なり、メ ン バ ーで あ る学生

の 学習 も異 な る こ と が推測 され る。そ れ ゆえ、ど の

よ うなチーム ワーク が 、どの よ うなパ フ ォ
ー

マ ン ス に

結び つ き、そ こ で メ ン バ ーが どの よ うに学習して い る

の か、その 関係性を検討する こ とで、サ
ー

ビ ス ・ラ
ー

ニ ン グ に お け る学生 の 学習 の 成功 に意義あ る 知 見

を提供で きる と考え られ る。本研究 で は、三沢 ほ か

（2009）に基づ い て チ ーム ワーク の 各要素の 発揮程

度 を測定 し、チ
ー

ム ワ
ー

ク が学生 の 学習成果 に 及 ぼ

す効果に っ い て検討する 。

　本研 究で は 、チ ーム ワーク 、活動 、他者 か らの 支

援、省察、学習成果の 関係性 に つ い て 、図 2 の よ う

入k ス ルーブツ｝ 出力

灘 ミ誌 ニニケ i・一シ羃ン 灘 ミュ 蹴 ケ
ー

ション ：】ミニ 菰 ケ
ー

シ 轟 ン

↓　 畢 ↓ ↓　 ↓

（出典） Dickinson　and 　Mclntyre （1997）

図 1 チー厶 ワ
ー
クの モ デル
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サービス
・
ラ
ーニ ン グにお ける チ

ー
ム ワ

ークが学生 の 学習成 果 に 及 ぼす効果

な仮説モ デ ル を設定 し、分析 を行 う。木村 ・河井

（2012a）に よ る と、授業に お ける学生 の 活動や他者

か らの 支援は、学生 の 学習成果 に直接的に影響を及

ぼす もの で あ る。
プ ロ ジ ェ ク ト活動 に熱心 に 取 り組

み 、他者か らの 支援 を受け て い る学生 ほ ど、大きな

学習成果 を達 成 し て い る と考え られ る 。 さ らに、木

村 ・河井 （2012b ）や河 井 ・木村 （2013）に よ る と、

それ らの 要素に 加 え、省察が、学生 の 学習成果 に影

響 を 及 ぼす とされ る。

　本研 究 で は 、こ れ らの 知 見に チーム ワーク とい う

視点を新た に 導入す る。Van　Berkel＆ Dolmans（2006）

が指摘す る よ うに 、チ ーム ワ
ーク は、個人 の 活 動

や省察、学習 を支え るもの で あ る。それ ゆえ 、 チ
ー

ム ワ
ー

ク が 適切 に機 能 して い る チ
ー

ム に お い て は 、

メ ン バ ー
間 の 相 互 作用や 個人 の 活 動や 省察が活性

化 され ると考 えられ る 。 以上 よ り、本研究で は 、チ ー

ム ワ
ー

クが、学生 の 活動、他者 か らの 支援、省察に

影響 を及ぼ し 、 それ らが直接的 ・間接的に学習成果

に影 響を及ぼす とい う因果仮説 モ デ ル を設定 した。

　チーム ワーク、学生 の 活動、他者か らの 支援、省

察とい っ た こ れ ら の 要因 に 対 し、性別や学年、学部

と い っ た 学生 の 属性 と い う要 因 が 影響 を及 ぼ して

い る こ と も想定され る。しか し、分析 の 結果、い ず

れ の 要因 に 対 し て も有意な影 響は見 られ なか っ た

た め 、本研究にお い て は モ デル を単純化す るため に

モ デ ル か ら除外 し て 分析を行 っ た。

　本研究で は、図 2 の 仮説モ デル に基づ き、立命館

大学が開講するサービ ス
・
ラ
ー

ニ ン グ科 目 「シ チズ

ン シ ッ プ ・
ス タ ディ

ーズ 1／地域活性 化 ボ ラ ン テ ィ

ア 」 を 事例 と して 、チ ーム ワ
ーク が サ

ービ ス ・ラ
ー

ニ ン グ に お け る学生 の 学習成果 に及 ぼす効 果 に つ

い て 検討す る。

図 2　 チ
ー

厶 ワ
ー

ク，活動，他 者か らの 支援、省察，学習成果

　 　 の 関係に 関するモ デル

2．方法

2−1．調査の概要

　立命館大学が開講す るサ
ービ ス ・ラ

ー
ニ ン グ科 目

「シ チ ズ ン シ ッ プ ・ス タデ ィ
ーズ 1 ／地域活性化 ボ

ラ ン テ ィ ア 」 を受講する学生 を対象に質問紙調査を

実施 した。調査は 2012年 12月 の 活動報告会 の 時間

を利用 して 実施 した 。有 効回答者 数 は 45 名 で あ っ

た。回答者の 概要 は、男性 21 名 、女性 24 名 で あ り、

学年 は 、 1 年 生 11名 、 2 年 生 12 名 、
3 年生 15 名、

4 年生 7名で あ っ た。また、同時 に、担 当教職員や

過去 （前年度 ・前 々 年度）の 受講生 に対する半構造

化面接調査 を実施 し、トラ イ ア ン ギ ュ レ
ー

シ ョ ン を

行っ た 。

2−2．立命館大学 「地域活性化ボランテ ィ ア／シ チ

　ズンシ ッ プ ・ス タディ
ーズ 1」

立命館大学 「シ チ ズ ン シ ッ プ ・ス タデ ィ
ーズ 1 ／ 地

域活 性化 ボ ラ ン テ ィ ア 」 は、立命 館大学サ
ー

ビ ス

ラ
ー

ニ ン グセ ン タ
ーが 開講 す る 通年 の 正 課 の サ ー

ビ ス ・ラ
ー

ニ ン グ科 目で ある。こ の 授業は、1）「場」

の 運 営に携わ る こ とを通 じ て 、社会問題の 認識 が

深 ま る 、 2 ）地 域参加 を通 し て シ チ ズ ン シ ッ プ 向

上 の 自覚を得 る、 3 ）「問い を探す」 「深 く考える 」

習慣が っ く、 4 ）社会で 学ぶ 自己 形成 に 関す る継

続学習 へ の意欲 を持つ 、の 4 つ を到達 目標 とす る。

カ リキ ュ ラ ム の 改編 に よ り 「シ チ ズ ン シ ッ プ ・ス タ

デ ィ
ーズ H 」 が 開講 され る に 伴い 、2011年度ま で

の 「地域活性化ボ ラ ン テ ィ ア 」 を入 門科 目 「シ チ ズ

ン シ ッ プ ・ス タデ ィ
ーズ 1」 と し て位置付け た もの

で あ る
1）
。

　こ の 授業に お け る チーム は 、同 じ プ ロ ジ ェ ク トに

所属 す る 4 人 か ら 12 人 の メ ン バ ーか らなる。各プ

ロ ジ ェ ク トの リ
ー

ダ
ー

は 、チ
ー

ム の メ ン バ ー
の 中か

らリ
ー

ダ
ー

シ ッ プ を発揮す る メ ン バ ーが 自然発 生

的に 現れ る も の で あ り、公 式 に リ
ー

ダ
ー

と し て 任命

され るも の で は な い
。

2−3．項 目の設計

　本研究 で 使用 し た調査項 目 に つ い て 述べ る。い ず

れ の 項 目につ い て も、「1，ま っ た くそ う思わ な い 」

か ら 「6 ．とて もそ う思 う」まで の 6 件法で 尋 ね た。

（1）「チ
ー

厶 ワ
ー

ク」 に関する項 目

　三 沢 ほ か （2009） の 項 目 を使 用 し た。L2 で 述 べ
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た 「職務志向性 」 「対人志向性」 「職務遂行上 の 指示 i

「対人 関係上 の 配慮」「モ ニ タ リン グ と相互作用 」 「職

務 の 分析 と明確 化 」 「知識 と情報 の 共 有」 「フ ィ
ー

ドバ ッ ク 」 の 8 つ の 下位 尺度 か ら構成 され る。 こ

の 尺度は、看護師チ
ー

ム ワ
ー

クに関す る もの で あ っ

たため、サービ ス ・ラ
ー

ニ ン グにお ける学生 の チ ー

ム ワ
ー

ク に 使 用 で きるよ う文 言 を修 正 した。また、

本研究で は 、因子負荷量や項 目 の 内容 に 基 づ き 、 各

因子 3 項目ずつ 抽出 して 使用 し た。

表 1　 各尺 度の 基本統計 量 とα 係数

孚均値　糠準偏 差 　　a

（2）「活動」 「他者か らの支援」 に関する項 目

　木村 ・河井 （2012a ）の 項 目を修正 し て使用 し た
2）
。

プ ロ ジ ェ ク トへ の 中 心 的 ・積極的 関与 に 関す る 「積

極的 関与 」、地域 の 問題解決 に向 けた取 り組 み に 関

す る 「問題解決活動 」、 活 動 の 記 録や報告 に 関す る

「記録 ・報告 」、現場 で の 多様 な他者 との 協働 に関す

る 「現場で の 協働」、他の 学生 との 対話や議論に関

す る 「他 の 学 生 と の 関 わ り」、教員か ら の 支援や助

言 に関す る 「教職員 か らの 支援」、コ
ーデ ィ ネーター

か らの 支援や助言 に関す る 「コ
ーディ ネー

タ
ーか ら

の 支援」、活 動 の 受 け手や受 け入 れ先 へ の 貢献に 関

す る 「地域 へ の 貢献 」、活 動 に向け て の 計画や事前

準備 に関す る 「事前準備活動」 の 9 つ の 下位尺度か

ら構 成 され る。 本研 究では、因子負荷量や項 目の 内

容に 基 づ き、各因子 3 項 目ず つ 抽 出 して 使 用 した 。
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（3 ） 「省察」 に関する項目

　河 井 ・木村 （2013） の 項 目の うち、活動や 学び に

関す る リ フ レ ク シ ョ ン の 実行 度 で あ る 「リ フ レ ク

シ ョ ン 」 に 関す る 項 目 を使用 した。

尺度は、理論的に は 「ス キル 」、
「パ ー

ソ ナ ル 」、「ア

カデ ミッ ク 」、「シ ビ ッ ク 」、「キ ャ リア 」 の 5 領 域か

らなるもの で ある。従 っ て 、「ア カデ ミ ッ ク」 と 「イ

ン ク ワ イ ア リ
ー

」 は 「ア カデ ミ ッ ク」 と して 統合で

きるもの で ある と判断 し、内的
一

貫性 も十分で あっ

た た め （α ＝．985）、本 研 究で は 「ア カ デ ミ ッ ク 」 の

一
因子 と した 。

（4 ）「学習成果」 に 関する項目

　木村 ・河井 （2012a）の 項 目を使 用 した。汎 用的

能 力 関す る 「ス キ ル 」、学習 の 充実度や人間 的成 長

に 関する 「パ ーソ ナ ル 」、知識 の 獲得 や深化 に関す

る 「ア カ デ ミ ッ ク 」、学術的 ・専門的 探究 心 に 関す

る 「イ ン ク ワイア リ
ー1、地域の

一
員 と して の 意識

や 地域への 有効性意識 などに 関する 「シ ビ ッ ク 」、

キ ャ リア 意識 に 関す る 「キ ャ リア 」 とい う 6 つ の 下

位尺度によっ て構成 され る。

　確認的因子 分析 の 結果 、「ア カ デ ミ ッ ク 」 と 「イ

ン ク ワ イ ア リ
ー

」 の 2 因子 に つ い て は木村 ・河井

（2012a）の よ うな 明確 な因子構造を示 さなか っ た 。

木村 ・河井 （2012a ） に よる と、学習成果に 関する

3．結果 と考察

3−1．尺度構成と基本統計量

　項 目分析 の 結果、各項目の 分布 に 大 きな偏 りは見

られな か っ た。各下位尺度に お ける α 係数 を算出

し た結果、「メ ン バ ー問 の 対人志 向性 」 で は 「和や

か な雰囲気で あ っ た 」 を、「モ ニ タ リン グ」 で は 「わ

か らない こ とが あれ ば、メ ン バ ー同 士 で 気軽 に 尋ね

て い た 」 を、「記録・報告」 で は 「活動に関す る レ ポ
ー

トや プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン を作成 し た 」 を、「積極的

関与 」 で は 「自分で あま り考えずに 、受動的 に 活動

に 関わ っ て い た 」 を、「キ ャ リア 」 で は 「自分の 将

来に 関わ る情報 を、普段か ら、積極的 に集めるよ う

に し て い る 」 を除外 した場合に α 係数が向上 し た こ

匡璽］Ut7v 予・ア学声就 V・LI5
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サービス
・ラーニ ン グにおけるチームワ

ークが学生の 学習成果 に及ぼす効 果

とか ら、当該項 目を除外 し、各下位尺度の 項 目平均

値 を得点 として 分析 に使用 した。各 下位尺度 の 基本

統計量、α 係数を表 1 に 示 し た 。
α 係 数は ．607 〜．901

と、
一

部の 尺度 にお い て 低 い 値で あ っ た。尺度 の 信

頼性 は十分とは 言えない が、信頼性に つ い て は今後

の 課題 と し、本研 究で は そ の ま ま使用 した。

3−2．「チ
ー

厶ワ
ーク」 が 「活動」 「他者からの 支援」

　「省察」 「学習成果」 に及ぼす効果

　「チ
ーム ワ

ー
ク 」 が 、「活動」 「他者か ら の 支援」

「省察」 「学習成果 」 に与える影響につ い て 、図 2 の

モ デ ル に基 づ き 、 共分散構 造分析 に よ っ て 検討 し

た 。 欠損値 に つ い て は FIML に よ る 推 定 を行 っ た。

5％水準で有意で なか っ たパ ス を削 除 し、モ デ ル を

修正 し た （図 3，CMIN （166）＝160．296　n．s．，　NFI・・．841，

CFI・・1．000，　RMSEA −，OOO＞。結 果 を表 2 、表 3 に 示

し た 。「コ ーディネーターか らの 支援」 は、いずれ

の 変数 と も有意 なパ ス が 引か れ なか っ たた め 、変

数 自体をモ デ ル か ら削除 した。本研 究では、サ ン プ

ル サイ ズ が 小 さく、標 準化係数 の 絶対値 が 比 較的大

き い パ ス で も有意 とはな らず削除 され た 。 そ の ため、

適合度を示す各指標 は 、NFI は決 し て 良好 と は 言 え

な い 値 であ っ た が 、NFI はサ ン プル サイズ が 小 さい

場合 にはモ デ ル が 正 し くて も低 い 値 とな る こ と が あ

る こ とが知 られ て い るため、適合度 に大 きな問題 は

な い と判断した 。

　以 下 で は 、 1）「チ
ー

ム ワ
ー

ク 」 と 「活動 」 「他 者

か らの 支援」 「省察」の 関係、2）「チ
ー

ム ワ
ー

ク 」「活

動」 「他者か ら の支援」 「省察」 と　「学習成果」 の 関

係の 2 っ の段階に分 けて 、そ の 主要な結果に つ い て

考察する。

（1）「チ
ー

ム ワ
ー

ク」が「活動」「他者か らの支援」「省

　察」 に及ぼす効果

　 「チ
ー

ム ワ
ー

ク」と 「活動 」「他者か らの 支援」「省察」

との 関係に関する共分散構造分析の結果を表 2 に示 し

た。分析の 結果、「チーム ワ
ーク 」は、学生 の 「活動」「他

者か らの 支援」 「省察」 に 対 して 、直接的に影響を及

ぼ し て い る こ とが示 された。

　学生 の 「活動 」「他者か らの 支援」「省察」に対 して は、

全 体的 に 、「チ ーム の 職務志 向性 」 の 高 い 効果 が 示 さ

れた 。
「チ

ーム の 職務志向性 」 とは、活動 を成功 させ 、
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知識や技術 を高め るため の 取 り組みや情報共有が な

され て い たか 、 プ ロ ジ ェ ク トの 目標を達成 し よ うと

い う意気 込みがあ っ たかを尋 ね る 項 目か らな る 変数

で ある 。 本研究 の 結果、学生 の 経験を促す上 で 、チ ー

ム として 職 務志向性 を持 っ て い る こ とが最も重要で

あ る こ とが示 され た。プ ロ ジ ェ ク トの 目的 を達成す

るた め に チ ーム と し て取 り組ん で い る こ と が、メ ン

バ
ー

で あ る学生を地域 へ の 活動 へ と誘い 、そ の 結果、

学生 は 自らの 経験 の 質を高め て い る と言 える。

　そ の 他 の チ ーム ワ
ーク は 、要素に よ っ て 経験 の 各

表 2　 チームワ
ークが活動 ・他者か らの 支援 ・省察に 及ぼす効果
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サ
ー

ビス
・
ラ
ー

ニ ン グに おける チ
ー

ム ワ
ー

クが学生の 学 習成果 に及 ぼす効果

要素 に与 える影響が異な っ て い たが、総 じ て チーム

ワ
ー

ク の 各要 素は 、学生 の 活動や他 者か らの 支援、

省察に正 の 効果 を持つ こ とが示 された。チ
ーム ワ

ー

ク の 重要性 に つ い て 、過 去 に受講 し た 学生は 、 以 下

の よ うに述べ て い た。

　 プ 々 ジ ヱ ク み〆ご ま っ で チ
ー

ム ク
ー

ク が
一

番重

要りぎ乙蟹 い まプヨ チ
ー

ム ク ーク ぱ や っ ぱ クナベ τ

の 郵 で ナ ム、チ ーム ク ーク，が ラ莫 ぐ〃りかな e ，8

学び 》∫ど ラこ ）ま レ、ラ砺ヲご 蕎動 そ の 6 の が ラま

ぐ立 ちデテ／」な ぐな っ τ LSt ラ。

　　　　　　 2011年度受講生 産業社会学部 4年

　　　　　 2012年 11月 1 目 IC レ コ
ーダー

よ り

　 こ の 発 言 が 示 す よ うに、サ
ービ ス ・ラ

ー
ニ ン グ

で の 学生 の 学習 を考え る際 に、まずは プ ロ ジ ェ ク

トそ の もの が成 立 して い る こ とが前提 とな る。チ
ー

ム ワ
ー

クは 、 学生 の 活 動や他者か らの 支援、省察を

媒介 して 学習成果に影響を及ぼ し て お り、学生 の 学

び や成長の 基盤 とな る 学生 の 活動そ の も の を支 え

る機能を果た すもの で あ る と考え られ る。

（2 ）「チ
ー

ム ワ
ー

ク」 「活動」 「他者か らの支援」 「省

　察」 が 「学習成果 」 に及ぼす効果

　次に 、「チ
ーム ワーク 」「活動」「他者か らの 支援」 「省

察」 と 「学習成果」 との 関係に 関する 共 分散構造分

析 の 結果を表 3 に 示 し た。分析の 結果、「チ
ーム ワ

ー

ク 」 は 、「学習成果」 に対 して 、直接的 ・間接的に

影響を及ぼ して い る こ とが 示 され た。紙幅 の 都合 も

あ り、以下 で は 主要 な結果 に対 して 考察を加 え る 。

　チーム の職務志向性の正 の効果 　学習成 果 に対

して も、全体的に 「チ ーム の 職務志 向性 」 が 直接的 ・

間接的に 大 きな効果を示 し た。

　 「チ
ー

ム の 職務志 向性」 は、チ
ーム ・パ フ ォ

ー
マ

ン ス にと っ て 重要で あ る だけで な く、同時に学生 の

学習を支える基礎で ある と考え られ る。また、「パ ー

ソ ナ ル 」 「ス キ ル 」 「ア カ デ ミ ッ ク 」 に つ い て は、学

生 の 学習を支 え る 間接的な要因 で あ る だ け で な く、

直接 的 な効果 が 見 られ た。「チ
ー

ム の 職務志 向性 」

は、活動 を成 功 させ るため 、 あ る い は個人 の 知識や

技術を高め る た めの 取 り組 み が な され て お り、そ の

た め の 情 報共有 がな され て い る こ とを示す もの で

あ る 。 本研究の 結果は 、チ ーム に お い て こ の よ うな

機 能が発揮 された場合 に 、学生 の 汎用的能力 、学問

的知識 ・探究心 が高ま り、人 間的な成長や満足度 が

得 られ る可能性 を示 す もの で あ る 。

　一
方 で 、「シ ビ ソ ク」 「キ ャ リア 」 に つ い て は、直

接的に効果を与え るもの で は なか っ た 。
「シ ビ ッ ク 」

や 「キ ャ リア 」 に対 して は、活 動 ・他者か らの 支援・

省察の 各要素が効果 を及ぼ して い た。これらの 学習

成 果に 対 して は 、チ
ー

ム ワ
ー

ク は あ く ま で 支持基盤

で あ り、直接的に は 現場で の活動に 関与する 中で 学

ぶ こ と が重要 で あ る と言 え る。

　古川 （2004）に よ る と、チーム ワーク には 3 つ の

レ ベ ル が ある。 レ ベ ル 1 は、メ ン バ ー
間に情報が 共

有され、連携 ・協力体制 が整 い 、円満な人 間関係 が

構築され て い る状態 で ある 。
レ ベ ル 2 は 、 メ ン バ ー

が チ
ー

ム 全体の 目標 達成を視野 に 入 れ 、自分 の 役割

以外 で も進 ん で 実 践 し た り新 し い 取 り組み に挑 戦

した りする状態で ある。レ ベ ル 3 は、メ ン バ ーが相

互 に 刺激 し合い 、創造的な発想 を高め 、独創的な成

果を生 む 高品質なパ フ ォ
ーマ ン ス を発揮するチ

ーム

ワーク で ある。チーム が直面する課題 を解決するた

めには、チ
ーム 内の コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン が円滑 で あ

るだ けで なく 、 各 メ ン バ ーが 広 い 視野 で状況や役割

を的確 に把握 した上 で 行動す る高次 なチ
ー

ム ワ
ー

ク

が 不可欠 で あ る 。

一
般的に レ ベ ル 1 の チーム ワーク

で さえ満 足 に達 成す る の は 困難 で あ る とされ る が、

高 い パ フ ォ
ーマ ン ス を発揮 し、メ ン バ ー自身が成長

して い くた め に は 、高次 の チ
ー

ム ワ
ー

ク が 必 要 と な

る。「チ
ーム の 職務 志 向性 」 は レ ベ ル 2 と関連す る

変数 で あ り、よ り高次 なチーム ワ ーク へ と挑戦す る

こ とが、学生 の 学習に も効果的 で あ る と言え る。

　職務遂行上の適切な指示 の 負の 効果　分析 の 結

果 、「職務遂行上 の 適切 な指示 」 が 「ア カ デ ミ ッ ク 」

「シ ビ ッ ク 」 に負の 効果を示 し た。「職務遂行上 の 適

切 な指 示 」 とは、チ
ー

ム にお い て 、メ ン バ
ー

の 役

割 と責任が明確 に示 され 、 要点 を っ い た指示 が な

され て い る こ とを指す。一
見す る と、チ

ー
ム の 中 で

メ ン バ ー
に明確 な指示 がな され て い る こ とは 、チ ー

ム ワ
ー

ク の 機能 を高め、学生 の 学習に も有効で あ る

と考え られ る。しか し、本研 究 の 結果 は 、それ とは

異 なる様相 を示 し た 。

　複数人 で の 課題 遂行 は タ ス ク グ ル
ー

プ とチ
ー

ム

に 大別 され る。そ の うち課題遂行 に メ ン バ ーの 協働

が強 く求め られ る集 団 をチ
ーム と呼ぶ （Salas　et・al．

1992）。確 か に、チ
ー

ム にお い て メ ン バ ー
に適切な

指示 が なされ る こ とは 、チ
ー

ム の 機能 を高 め る 上 で
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木村 充 ・河井　亨

重要だ ろ う。 しか し、リ
ー

ダ
ー

の 指 示に よる役割 の

分担は、メ ン バ ー
の 協働 とい うチ

ー
ム の相互調整 の

機能を損な い 、自分 の 役割を 自ら考え試行錯誤する

とい うサ
ービ ス ・ラ

ー
ニ ン グで 重要な 「関係性 の 中

で の 学び 」（立命館大学サービ ス ラ
ーニ ン グセ ン ター

2012）を 阻害す る もの で あ る 可能性 が あ る。

学 堂 の 学 び γご必 要 な の な ノ
ーみ

“
でな な ぐ プ ア シ

グテ
ー

シ ョ ン

　　担 当教員 2013 年 2 月 9 日 IC レ コ
ー

ダ
ー

より

　担当教員は、メ ンバ ーの 主体性を引き出すため に

は 、効率を 重視す る の で は な く、議論 が 深 ま る よ う

な場をつ くる こ と が大切 で ある こ と を指摘 して い る。

明確 な指示 は、学生 の 学習 との 関係性 にお い ては表

裏
一

体 で あ る。「ア カデ ミ ソ ク 」 「シ ビ ッ ク」 は、積

極 的 に 学 び 、 地域参加す る とい う姿勢 を含む学習成

果 で あ り、こ の よ うな能動的態度が求 め られ る 学習

成果に対 し て は 、指示 の あ り方 に よっ て は負の効果

を与え うる とい うの は示唆に 富む もの で あ り、実践

上 の 指示 の 機能に っ い て 配慮する 必 要があ る だ ろ う。

　チ
ーム ワー

ク に関する先行研 究は、チ ーム の パ

フ ォ
ー

マ ン ス に 主 眼を置い た研究が な され て きた 。

し か し、学生 の 学習を重視するサービ ス ・ラーニ ン

グ で の チ ーム は 、単なる タ ス ク グル
ープ で は 不十分

で ある。こ の 授業 の 担当教員 は、講義 の 中 で 「グル
ー

プ ワ
ー

ク」 に留 ま らな い 「チ
ー

ム ワ
ーク 」

へ の 発展

を学生に促 してお り、また、そ の 実践 の 場 と し て 「シ

チ ズ ン シ ッ プ ・ス タデ ィ
ーズ ll」 とい う授業 を開講

し て い る。職務遂行 上 で の 指示 が学生 の 学習に 対 し

て 効果 的に機能す るためには、単に明確 な指示 が与

え られ るだけ で な く、学生 の 学習を考慮 した指示 が

与 え られ る こ とが求 め られ る。 そ して 、学生 には、

他者 の 指示 に よっ て 動 くの で は な く 、 各 自が 目標達

成 に向 け て 自 らの 役割 や 責任 を意識 しなが ら活動

す る こ とが求 め られ る だ ろ う。

　業務改善のための フ ィ
ードバ ッ クの負の効果　分

析の 結果、「業務改善の ため の フ ィ
ー

ドバ ッ ク」 が

「パ
ー

ソ ナ ル 」 に 負の 効果を 示 し た。「業務改 善 の

た め の フ ィ
ー ドバ ッ ク 」 とは 、チ

ー
ム の メ ン バ ー

に 問題 が あ っ た 場合、そ れ を伝達 し、問題 の 解決

を図 るも の で ある。
一

般的に、フ ィ
ー ドバ ッ ク は 、

学生 の 行動 を直接的に改善す るもの で あ り、学生 の

学 習に 正 の 効 果 を及 ぼすも の で ある と考え られ る。

医］Utブ・†・ア営 ・硫 V・1．15

しか し、本研究 の 結果 、「業務改 善 の フ ィ
ー

ドバ ッ

ク」 は、学習成果に間接的 には正 の 効果 を及 ぼす も

の の 、直接的に は 負 の 効果を及 ぼ し うるも の で あ る

こ とが示 され た。

　 フ ィ
ー ドバ

ッ ク に は 正 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク と負 の

フ ィ
ー

ドバ ッ ク が あ り、本研 究 で 使用 した 尺 度が意

味する フ ィ
ー ドバ ッ ク は、業務 に お け る誤 りを指摘

す る と い う負 の フ ィ
ー ドバ ッ ク で あ っ た。確か に 、

負 の フ ィ
ー

ドバ ッ クはチ
ーム の パ フ ォ

ー
マ ン ス を

向上 させ うる。しか し、信頼関係 の ない 相手 か らの

負 の フ ィ
ー

ドバ ッ クは受け入れ られ難い 。

de、つ 6 厂こ こ が で き で な 〃ソ つ τお L互ρ 〆ご勉 っ で

ぱ）か クだ皆 鰓 に な る か ら、厂こ ご ぽ で きなか つ

た グま
’1 ご ごやご こ ぱ できたよぬノ っ て褒 「め で あ

ゲ 66クが の ρ

　　担 当教員 2013年 2 月 9 日 IC レ コ ーダーよ り

　負 の フ ィ
ー

ドバ ッ クが成 長に つ なが るた めには、

フ ィ
ー ドバ

ッ ク を与 え る人 との 信 頼関係 が 築か れ

て い る こ とが前提 となる。担 当教 員 の 語 りにあ るよ

うに、「叱 る 」 だ け で は 逆効果 で あ り、お 互 い に で

き て い た点 を認 め合 い 「褒める 」 とい う正 の フ ィ
ー

ドバ
ッ クが不 可欠 で あ り、強 み を伸 ばして 弱み を

抑 え る とい う正 と負 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク シ ス テ ム を

組み合わせ る こ とが重要 とな る だ ろ う。 それ ゆ え、

教職員 に は 、学生 同 士 が 信頼関係 を築け る よ う支援

し た り、人間関係を促進する場を設置 した りす るな

ど、正 と負の フ ィ
ー ドバ ッ ク シ ス テ ム が機能す る た

め の 関係 と環境を構築する役割が期待 され る。

　 ま た 、「業務 改善 の た め の フ ィ
ー

ドバ ッ ク 」 が

「パ ーソ ナ ル 」 に対 し て 負の効果 を持 つ こ とは、必

ず しも問題 の ある こ と と も言 い切れな い 。 前年度の

受講 生 で あ り、現在は学生 ス タ ッ フ と し て 活動 し て

い る学生 に 対する 面接調査 で は 、以下 の よ うな語 り

が 得 られ て い る。

屹 童 や薙 か ら丿か な ク厳 し 〃1こ ま ら言わ吻 で，

b ｝ろ ρ ろと で きなか っ た こ ま，が侮 し ぐで、だ）から

今厘 ぱ グベ ン ジ した 〃訥乙 蟹 っ τ学塗 ス タ ソ フ ま

ム で髑 を続ヲプτ
一 　綬 鯏

　　　　　　　　　 2011年度受講生 法学部 3 年

　　　　　2012 年 11月 16 日 IC レ コ
ーダ

ー
よ り
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サービス
・ラーニ ン グにおけるチーム ワ

ークが学生 の 学習成果に及ぼす効果

学生 は 、 他 者 か らの フ ィ
ー

ドバ ッ クに よ っ て 自 ら

の 問題 点を指摘 され 、「こ こ が できなか っ た」 「もっ

と こ うで きたはず だ 」 とい う不完全性 を 自覚 して い

た。 しか し、こ の よ うな不完全性 の 自覚は、「だか

ら次は こ うし た い 」 とい う成長意欲に つ なが り、 学

生 を 更な る学習 へ と導くもの で あ る。そ の た め の場

と し て 、よ り発展的な学習 へ と取 り組む 「シ チ ズ ン

シ ッ プ・ス タ デ ィ
ーズ H 」 の 開講 が 予 定 され て お り、

学生 が、よ り効果的なチ ーム ワークを発揮す る場 と

して期待 され る。

4． まとめ と今後の課 題

　本研 究 で は、サ
ービス ・ラ

ー
ニ ン グにお けるチ

ー

ム ワ
ー

クが学生 の 学習に及 ぼす効果を明 らか にす

る こ とを 目的 に 、立命館大学が 開講す る サ
ー

ビ ス ・

ラ
ー

ニ ン グ科 目 「地域活 性化ボ ラ ン テ ィ ア ／ シ チ ズ

ン シ ッ プ ・ス タ デ ィ
ーズ 1」の受講生 45 名を対象に、

質問紙調査を行 っ た。

　本研究の 結果、総 じて チ ーム ワーク は、学生 の 活

動 ・他者か らの 支援 ・省 察 ・学習成果 に 正 の 効果 を

示す こ とが 明 らか になっ た。また 、チ
ーム ワー

クに

お い て 、特 に 「チ
ーム の 職務志 向性 」 が 、学 生 の

経験や 学習成果 に高 い 正 の 効果 を示す こ と、「業務

遂行 上 の 適切な指示 」 や 「業務改善の た め の フ ィ
ー

ドバ ッ ク 」 は 、
一

部 の 学習成果に 負の効果を示 すこ

とが明 らか に な っ た 。

00 プ 々 ジ ェ ク みの 学杢 が赫 っ で学讖 栗 を抵

ぐ擢 乏 τ 〃、る の な 、
プ 々 ジ ェ ク み身燉が クま ぐ

ρ っ τ 〃峻 ，か っ たか らだろ 」。
− r  硲リ

ー
チ ー

ム が勝腰 し で の た の bあ っ て
一
、遵轗 ななか っ た

一
（iAes ？

一
チーA と L で まま 葵 6 の が羅 乙 ク｝面

が
1
あ っ た。

　　担当教員 2013年 2 月 5 日 IC レ コ
ー

ダ
ー

よ り

　 こ れ は あ る プ ロ ジ ェ ク トの 学習成果の 低 さを指

摘 し た担当教員の発言で あるが、本科 目を担当する

教職員や受講生に対す る聴き取 り調 査か らも、チ
ー

ム が うま く機能 し ない が た め に、プ ロ ジ ェ ク トの パ

フ ォ
ー

マ ン ス が 低 下 した り、そ こ か ら得 られ る学 び

が 不十分で あっ た り と い う問題 が 指摘 され て い る。

サ
ービ ス

・
ラ
ー

ニ ン グにお い て 、チ
ーム ワ

ー
クは学

生 の 学習 を支え る基礎 で あ り、チ
ー

ム が 適切 な機能

を果 たす こ とが、学生 の 学習 の 促進 に とっ て 重要 で

あ る と考え られ る。それ ゆ え、教職員 は 、プ ロ ジ ェ

ク トの メ ン バ ーが 学習す るチ
ーム と し て機能す る

よ う教授 活動や 学習環境 をデザイ ン し て い く こ と

が重要にな るだ ろ う。

　また 、 本研 究 の 結果 、 総 じて チ
ー

ム ワ
ー

ク は 、 学

生 の 活動や他者 か らの 支援、省察に 正 の 効果を持 つ

こ とが 示 されたが、特に 「地域 へ の貢献」 は 、決定

係数 R2＝．697 と非常 に 高い も の で あ っ た。「地 域 へ

の 貢献」 は 、チーム の パ フ ォ
ー

マ ン ス と直結する要

素で ある。チ
ーム ワー

クが うま く機 能す る こ とで、

チ
ーム の パ フ ォ

ー
マ ン ス が 発揮 され 、プ ロ ジ ェ ク ト

の 目的で ある地域への 貢献 を果 たす こ とが で き る。

そ して 、地域に貢献 した とい うプ ロ ジ ェ ク トの 成功

が、自分た ちの 活動 が地域を変革 し うるの だ とい う

可能性 へ の 気付き に つ なが り、結果 と し て 「シ ビ ッ

ク」 と い う学習成果に 結び つ い て い た と考え られ

る。サー ビ ス ・
ラ
ーニ ン グは、他の経験学習型教育

実践 と比 較 し た際に 、サービ ス と学習 （ラー
ニ ン グ）

の 両方に重きを置 い た教育方法で あ り、学習者 の 利

益 だ けで な く、サ
ービ ス の 受 け手 へ の 利 益 とな る こ

とが 重要 である （Furco　1996）。本 研 究 の 結果 か ら、

サ
ービ ス ・ラ

ー
ニ ン グに とっ て 前提 とな る地域 へ の

貢献 を果たす上 で 、チ
ーム ワ

ー
クが大 きな役割を果

た し、そ れ は学生 の 学習に とっ て も重要な要素で あ

る こ とが、デ
ー

タ に よ っ て 改め て 確認 され た 。

　 また、本研究で は 、質問紙調査 の データ に 基づ き、

どの よ うな チ ーム ワ ーク が ど の よ うな学習成果 に

影響を及 ぼ し て い る か を明 らか に した。ボ ラ ン テ ィ

ア 活動 と学生 の 学習 と の 関係性 に 関す る調 査研究

は 、蓄積 され つ つ あ る もの の 発展途上 で ある。河井

（2012） も指摘す るよ うに、ボラ ン テ ィ ア活動 と学

生 の 学習 との 関連に つ い て 、本研 究で 試 み た よ うな

教育実践 に即 し た研 究 を行 い 、実証的なデ
ー

タに基

づ い て 教育実践 を改善す るサイ ク ル を回 し て い く

こ と が、調 査研 究の 重要な役割だ ろ う。

　最後に 、本研究の 課題 に つ い て 述べ る 。 本研究 は 、

立命館大学が開講す るサ
ービ ス ・ラ

ー
ニ ン グ科 目に

つ い て調査 を行 っ た もの で あ る 。 それ ゆえ、本研究

の 考察は 、立命館大学 「シ チ ズ ン シ ッ プ ・ス タ デ ィ
ー

ズ 1／地域活性化ボ ラ ン テ ィ ア 」 固有の 文脈の 中で

の 結果 に 基 づ い た も の で あ る。例 えば、本事例 は

合 格す れ ば単位が付 与 され る 正課 の授業で ある た

め、能動的な参加者の集 う正 課 外の プ ロ ジ ェ ク トと

は メ ン バ
ー

の 態度が異なるだ ろ う。ま た、本事例 で

聯 群 学 ・就 V・1．15 座］
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は、各 プ ロ ジ ェ ク トの リ
ー

ダ
ー

は 自然発 生的に選 ば

れ る も の で あ り、 任命 され る もの で は な く 、 明確な

リ
ー

ダ
ー

が存在 しな い プ ロ ジ ェ ク トもある。チ
ー

ム

の 成立 の 仕方 に よ っ て も異な る様相を示す もの で あ

る と考え られ る。また、木村 ・河井 （2012a） の 結

果 とも若干 の相違が ある よ うに 、同 じ授業で も年度

に よ っ て 、あ る い は参加す る学生 の 顔ぶ れ に よ っ て

プ ロ ジ ェ ク トの 成果 は異な っ た もの となっ て い る。

従 っ て 、そ の 他 の 事例 で 同様 の 結果 が 得 られ る と は

限 らず、本研 究にお ける知見 を過度に
一般化する こ

とはで きな い
。 得 られた結果は 、そ の 事例 で の 学生

の 様 子 を合 わせ て 理解 す る こ とが必要 で あ る が 、事

例 か ら得 られ た知 見 を蓄積 して い く こ とに よ っ て 、
一

定 の 意義あ る成 果が得 られ る もの だろ う。

　 また、本研究は 、「シ チ ズ ン シ ソ プ ・ス タデ ィ
ー

ズ 1／地域活性化 ボ ラ ン テ ィ ア 」 を対象に調査 を実

施 した もの で あ っ た が、立命館大学で は 「シ チ ズ ン

シ ッ プ ・ス タディ
ーズ ll」 とい う授業の 開講が 予定

され て い る。サ
ービス

・
ラ
ー

ニ ン グの 長期的な効果

は必ず しも明 らか にな っ てお らず、学生の 学習 を長

期的 に 追跡調査 して い く こ とで 、 よ り精緻な知見 が

得 られ るだ ろ う。

【注】

1 ） 「地 域活 性 化 ボ ラン テ ィ ア 」の 詳 細は 、立命館大学サ
ー

　　ビ ス ラ
ー

ニ ン グセ ン タ
ー

（2012 ）を参照された い 。

2 ）木 村
・河 井 （2012a） は、サービ ス ・ラーニ ン グ を受

　　講 す る 学 生 の 経 験 を測 定 す る も の と して 、【活 動 ・関

　　与 】（「積極的 関与 」「問題 解決 活 動 」「記 録 ・報 告 」）、【他

　 　者 との 関 わ り】（「他 の 学 生 との 関 わ り」「教 職 員 や コ
ー

　　デ ィ ネ
ー

タ
ー

か らの 支援 」 「現 場 で の 協働 」）、【プ ロ

　　ジ ェ ク トの 活 動 】（「地 域 へ の 貢献 」 「事前準備活 動」〉

　　の 3 領域、8 つ の 下位 尺 度 に よっ て 構成 され る 尺 度

　　を使 用 し て い る 。 本 研 究 で は、木 村 ・河 井 （2012a）

　　に 基 づ き、「教 職 員や コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

か らの 支援 」

　　を 「教職 員 か らの 支援 」 と 「コ ーデ ィ ネーターか ら

　　の 支援 」の 2 っ に分 離 させ た上 で、経験 の 3 領域を【活

　　動】【他 者か らの 支援】の 2 領 域 に 再編 し た 9 つ の 下

　　位 尺度 を用 い た。【他 者 との 関 わ り】 を 【他者 か らの

　　支援1 に 変 更 した こ と に伴い 、「他 の 学生 との 関わ り」

　　「現場 で の 協 働 」 の 2 尺 度 は、そ の 内 容 か ら 【活 動 】

　　の 概念 に含め られ る も の と判 断 した。確認 的 因子 分

　　析 の 結果、以上 の 尺 度 は十分 な適合度 が得 られ た。

園 ；r・7VT
−
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The　Effect　of 　Teamwork 　on 　Students，　Learning　Outcomes 　in　SerVice−Learning

　　　 Mitsuru　Kimura1　and 　Toru　Kawaiz

（
iThe

　University　ofTokyo ，　
2Ritsumeikan

　University）

The　purpose　of 　this　study 　is　to　examine 　the　effect　of 　teamwork 　on 　students
’ leaming　outcomes 　hl　service −learning．　The

questionnaire　survey 　was 　conducted 　toward 　45　students 　taking　part　in　the　service −learning　course 　program　organized 　by

Ritsumeikan　University　The　main 　results　of 　this　study 　are ：（1）generally，　teamwork 　showed 　positive　ef 驚cts　on 　students
’

activities
，　supports 　from　others ，　reflection ，　and 　learning　outcomes ；（2）especially ，

“
task　orientation

”
showed 　high　positive

effects 　on 　stUdents
［

　experience 　and 　learning　outcomes ；（3）
“
appropriate 　directions”and 　

“feedback　for　work 　improvement”

showed 　negative 　 effects 　on 　several 　learning　outcomes ．　Therefbre，　teamwork 　is　a　fbundation　of 　students
’ 1ea皿 ing　in

service4eaming
，
　and 　appropriate 　teamwork 　is　important　factor　for　success 　in　studentsl　learning．

Keywords ：higher　education ，　stUdents
’
　learning，　service −leaming，　team 　work
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